
（社）沖縄県作業療法士会ニュース 

1 

 

                                                                                                                                                                     

 

（社）沖縄県作業療法士会ニュース 2013 年 3 月 発行 

                                                                                                                                                                  

「ぬちぐすい」は、沖縄県の作業療法士のみなさまのいのちのくすり（元気の素）になってほしいという願いです。 

   

   

 
 

 

巻頭言 
(社)沖縄県作業療法士会  会長 比嘉 靖 (県立精和病院) 

 

 平成２５年となり初めての広報誌です。 

 今更ながら振り返ると昨年はロンドンオリンピックの開催や自民党の返り 

咲き、果てはマヤ暦の世界滅亡までいろいろありましたね。そんな中でも沖 

縄ではオスプレイ配備や軍属米国人の事件等相変わらずの年でもありました。 

医療界においては医療・介護保険の同時改定もあり、皆さんも対応に追われた 

のではないでしょうか。 

 当県士会では生涯教育研修会や作業療法フェア開催等の例年事業もそうですが、精神障がい者ソフ

トバレーボール九州大会の開催協力、県民健康フェアへの参加もありました。沖縄県作業療法学会は

１０回記念企画で大変盛り上がりましたね。山根協会副会長からは２０１４年の世界大会への参加呼

びかけもありました。 

 今年は一般社団法人格への移行も控え、団体としての方向性を明確にできればと考えています。ま

た、日本作業療法士協会パイロット事業の企画・実施等大きな仕事があります。 

 私事としては最近ウォーキングを始めました。体重 10kg 減（いまのところ）が目標です。 

 ２０１３年はどのような年になるか。どのような年にするのか。 

県民の医療・保健・福祉を支えるためにも、互いに切磋琢磨しながらも健康で目標（夢）をもった年

にしていきましょう。 

 

 

 

 

 

1 … 巻頭言   

2 … 一般社団法人への移行手続きのお知らせ 

〜お詫び、並びに選挙告示について〜 

4 … 平成 24年度 後期総会開催について 

 沖縄県士会がパイロット事業に取り組みます！ 

7 … 芸能クラブ部員募集 

作業療法士リレーエッセイ 

8 … 財務部よりお知らせ 

広報部よりお知らせ   

編集後記 

 

 

食堂を切盛りしていたご利用者さんにぼろぼろじゅーしーをたいてもらいま

した。なつかしい味に思わずおふくろの味を思い出しました。 

じゅーしーめー おふくろの味 思いだし 

 

作業療法川柳 
 

作業療法川柳を募集します。 

みなさんの想いを届けてください！ 

 問合せ・応募は下記アドレスまで！ 

（社）沖縄県作業療法士会 広報部

E-mail  ot_kouhou@yahoo.co.jp 

mailto:ot_kouhou@yahoo.co.jp
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一般社団法人への移行手続きのお知らせ 

〜お詫び、並びに選挙告示について〜 

会長 比嘉 靖 

 

 公益法人制度改革を受け、平成 25 年 11 月 30 日までに現法人を解散させると同時に新法人へ移行

しないといけません。当会ではすでに総会での承認を得て、一般社団法人への移行手続きを進めてお

ります。 

 

 当初、今年度中の移行完了を予定していましたが、今年 1 月に県へ提出した書類中の予算案につい

て指導を受けました。その内容は年間の収入よりも支出の方が多く、その不足分は繰越金を当てにし

ている。つまり貯金を切り崩しながら年収以上の生活をしているかのような印象になり、長期安定的

に運営される団体とはみなせないとのことでした。当会としては、現在多額の財産を所有する理由は

ないことから、例年、前年度の残金（繰越金）を翌年度の事業で使用するように予算案を作成してき

ました。不当に財産規模を大きくしない方針には県からも評価はいただいたのですが、法人としての

認可という視点では、少なくとも単年度の収支を均衡させないと難しいという事でした。 

今後、期限内に移行を終えるために、3 月の総会で次年度予算案の承認をいただく必要があります

（今回から単年度収支が均衡した予算案に変更します）。 

 

また、今年度末が任期となる役員の改選選挙も現在の特例社団法人下で行う事になります。昨年 10

月の臨時総会での新役員体制承認は、今年度中の法人移行完了を前提とした手続きでした。 

 

 計画の変更が生じた事をこの場を借りてお詫びいたします。引き続き法人移行に向け努力を致しま

すので、今後ともご協力をお願い致します。 

 

 

【今後の予定】 

  選挙告示（2 月） 

  予算総会（3 月 23 日） 

  県へ申請書類の提出 

  県より認可 

  法務局へ登記 

  旧法人解散・新法人設立 
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平成 25 年 2 月 22 日 

会員各位 

社団法人沖縄県作業療法士会 

選挙管理委員長 崎原 幸枝 

 

公示 

 

定款第 3 章第 15 条に基づく平成 25 年 3 月 31 日の役員任期満了に伴い、定款施行規則 

第 3 章により役員改選を下記の通り公示致します。 

 

記 

 

１、理事６名以上 10 名以内 

２、監事 2 名 

 

各役員への立候補者は、所定の用紙を（社）沖縄県作業療法士会のホームページより所定の 

書式をダウンロードし,必要事項を記入・捺印の上、選挙管理委員長へ届け出を行ってください。 

宣伝文は、400 字以内にまとめ、届出用紙に添付すること。 

受付期間は平成 25 年 2 月 22 日から平成 25 年 3 月 13 日消印まで有効とします。 

 

問い合わせ先及び届出先： 

〒901-1393 与那原町字板良敷 1380-1 沖縄リハビリテーション福祉学院内 

社団法人沖縄県作業療法士会 選挙管理委員長 崎原 幸枝 

電話：098-946-1000  FAX：098-946-1999 

e-mail： y-sakihara@group.omotokai.jp 

届出方法 

① 立候補者の届出：書式１に必要事項を記入し、宣伝文と共に選挙管理委員会へ郵送もしくは 

持参してください。 

② 候補者推薦の届出：被推薦者の承諾を得て書式２に必要事項を記入してもらい、推薦者は 

書式３に必要事項を記入の上、郵送してください。 

※ 候補者を推薦する際には推薦人が 3 名必要です。また、推薦人は複数の候補の推薦人となる 

ことはできません。 

 

選挙の方法：正会員による投票並びに委任状による郵送投票 

１、選挙公示：平成 25 年 3 月発行広報誌及びホームページに掲載 

２、立候補及び推薦候補の受付：平成 25 年 2 月 22 日～ 

３、立候補及び推薦候補の締め切り：平成 25 年 3 月 13 日 

４、候補者の公示 ：平成 25 年 3 月ホームページに掲載 
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当会定款第 4章第 21条に基づき平成 24年度後期総会を下記の通り開催致します。 

ご出席宜しくお願い致します（議案書・委任状等は改めて郵送でご連絡させていただきます）。 

期日：平成 25年 3月 23日(土) 午後 7時～ 

会場：沖縄県総合福祉センター 403研修室 

 

沖縄県士会がパイロット事業に取り組みます！ 

 「今こそ沖縄のOTがつながる時！ 

        チーム連携とはひと味違う、ちむ（肝）連携を！」 

会長 比嘉 靖 

 

 作業療法推進活動パイロット事業助成制度は、協会の行う単年度の助成事業です。都道府

県作業療法士会が実施する国民に対する医療、保健、福祉に貢献する作業療法実践のシステ

ムづくり、地域支援や生活支援に関する実践的な取り組み、作業療法の普及・発展・啓発に

関する組織的な取り組みなどの先駆的・独創的な事業に助成を行い、その推進を図ることを

目的としています。 

 

 沖縄県は地域の結びつきの強さ、「いちゃりばちょーでー」に代表されるような人間同士

のあったかい関係をイメージする方が多いですね。 

実際はどうでしょう？ 

 医療や地域生活における、対象者自身が直面するリハ環境の変化に際し、我々はその「想

い」を共有し、またつないでいるでしょうか？ 

 次のOTもしくはしかるべき職種の担当者につなげるための電話の一本、ひと手間がとれて

ますか？ 

 

 平成２５年度に沖縄県士会が取り組む事業テーマは「対象者の生活支援をより具体的なも

のにするために〜対象者の生活圏域における作業療法士同士の意味のある連携を作る〜」で

す。県士会をエリアで捉え、「連携のついての教育」と「現場での実践」を通して会員の実

践力強化を図ることが目的です。その作業の先に世界に通用するような「沖縄型連携モデル」

の構築を目指します。 

 アンケート調査や研修会をはさみ、各エリア毎のミーティングを重ねて行きます。求めら

れてる連携の在り方を形にして、それを臨床で実践する事を計画しております。 

 

 県士会員が一致して取り組む事が重要です。パイロット事業を通して「OTらしい連携のあ

り方」を共に考え形にしていきましょう。 

 

平成 24 年度 後期総会開催について                 事務局 久貝 明人 
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平成２５年度 沖縄県士会がパイロット事業に取り組みます！② 

 

日本作業療法協会に先駆的取り組みとして認められた本事業の目的 

 

 

         

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事業を通じ、連携における 

『 おきなわモデル 』の構築を目指します。 

 

① 作業療法における連携状況（現状と課題）を把握する                                

② 作業療法士同士で行う連携を確実にする手段として、直接的な連携方法 

（会う、電話など）の強化の理解・周知を図る 

③ エリア会議・エリアミーティングにおいて②が確実に行えるような 

ネットワークおよび仕組みを作る  

④ 直接的な連携方法の実践による結果と効果（対象者へ効果・会員への効果）   

を示す                                                                       

⑤ 対象者への効果を他職種へ示すことで作業療法の啓発・普及につなげる 

⑥ 事業過程で必要に応じて新たな媒体・手段を追加する。                                

⑦ ①～⑥を通じ、事業を士会員同士で行える卒後教育として位置付ける 

沖縄の県士会を「共通の対象者」を共有するエリアの仲間と捉える。 

そのエリアの仲間で対象者を連携して支える為に必要な「連携についての教育」と 

「現場での実践」を組み合わせることで、会員の連携における実践力強化を図る。 

具体的な事業活動は下記の項目を参照 

 

結 

うちなー から 世界へ 

県士会員の    のチカラで 新しい連携のカタチを！ 
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～沖縄モデルのイメージ～          イラスト ＯＴオバラさん（東京）hp より http://otoba.ame-zaiku.com/ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ある日の作業療法士 

 

サマリーだけで、その人らしさを伝えるって難しい。 

情報に優先順位があるのは分かるけど、そこからこぼれたことに大切な

情報もあるんじゃないかな・・・。 

 

直接ウダさんのこと 

伝えられたら早いのに・・・ 

 

 ・・・よし！ 一回電話してみるか！！ 

 

そのひと手間が、対象者の幸せにつながる       

一つの可能性になるのです。 

 

 
 

ウダさん 

いよいよ来週 

退院ですね♪ 

そうねー、 

でも色々心配よ。 

やっていけるか・・・ 

先輩！ 

ウダさんのサマリー 

これで良いですか？ 

うーん・・・。 

ADL のことは伝わるけど 

ウダさんらしさも伝えたいよね。 

ここまで色々あったから 



（社）沖縄県作業療法士会ニュース 

7 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

沖縄県の作業療法士を紹介します。第 9 回は、飯田 ありのさんです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

飯田 ありのさんからのバトンは誰の手に！？ 次回をお楽しみに！ 

県士会会員の皆さん！沖縄の芸能活動を通じて、仲間をつくり、地域とつながり、みんなの

笑顔を広げようと「芸能クラブ」を発足しました。皆さんの職場や地域で芸能活動や島の文

化に興味のある方々は、一緒に活動しませんか？現在エイサー、舞踊、民謡のメンバーを主

に募集しています。 

実は 2014 年の世界作業療法学会（ＷＦＯT）横浜大会の舞台で世界に向け多様な日本文化

の一つとして沖縄の芸能を紹介する機会を頂いています。世の中国境をめぐって争いが絶え

ませんが、沖縄の平和を求める心を表現する芸能文化活動を通じて世界の作業療法士の方々

と交流する素晴らしい機会を頂きました。さぁ島人（シマンチュ）の出番ですよ！  

 

募集：地域活動をしたい人、作業療法をもっと前にと思っている人 

   歌好き、踊り好き余興好き、人間が好きな人、仲地好き大歓迎  

 

期間：随時受け付け、4 月以降練習開始予定 

主催：沖縄県作業療法士会 芸能クラブ 

（社）沖縄県作業療法士会認定   

座長 仲地宗幸   

申込方法：メールか電話で「参加したい」とお伝え下さい  

仮事務局 098-935-2277  若松病院 泰 

     Mail： okinawaot@yahoo.co.jp 

 

作業療法士リレーエッセイ 

こんにちは。とよみ生協病院 4年目作業療法士の飯田ありのと言います。 
私の勤務するとよみ生協病院は 48床の回復期病棟、37床の一般病棟、外来患者様 
を対象にリハビリを提供しています。アットームな雰囲気で尊敬し切磋琢磨し合える仲 
間達と日々楽しくお仕事をさせて貰っています。 
私が作業療法士になろうと思ったきっかけは高校時代に関わっていた某知的障害者 
更生施設を利用する児童の母親の一言がきっかけでした。ある母親の「今は抱っこや 
おんぶが出来るけど、この子がどんどん大きくなるのと反対に私はどんどん歳をとる… 
どうやって生活していけば？って毎日考えるのよ」という言葉でした。親御さんの愛情と 
責任感を感じる中、いつしか私も「どうやって生活をしたら良いのだろう？」と考えるよう 
になり、関心を持つうち出会った職業が作業療法士でした。資格をもって 4年が経過し 
ますが未だに作業療法士への道のりは遠いなと感じるのが正直なところです。日々悪 
戦苦闘しながら学び多い毎日を過ごしています。 
患者様がその人らしい生活が送れるのはもちろんですが、一緒に住む家族の方も少し 
でも不安が解消しその人らしい生活が送れる事を目標にしています。一人一人の生活観点や人生観に触れる事のでき
るこのお仕事はとても魅力的でもあり、事の重大さにプレッシャーや無力さを痛感する事も度々ですが、すごく大切な経
験をさせてもらっているのだと感じる事が多いです。今後は系列病院の救急機関などで救急の対応を学び、いつかは
訪問分野で実際の生活場面で生活復帰の支援をして行きたいと考えています。多くの経験が私を成長させてくれると
信じ色んな事に挑戦していきたいと思います。どうぞ宜しくお願いします。 
 
 

『芸能クラブ』部員募集！ 
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県士会費納入について 

沖縄県作業療法士会では、学術技能の向上を目的に学会や研究会・講演会の開催や、学術誌の発行などを行なっ

ております。これらの運営は、みなさまからの会費によって成り立っております。また、県士会主催の学会・研究

会などについては、当該年度までの会費が納入済みであることが参加の前提になります。個人、または全会員に対

し意義ある県士会としての円滑な運営がなされるためにもみなさまのご協力が必要です。 

以前、FAX でご案内した通り、コンビニ納入は 2 月 10 日で終了させていただきました。これ以降の納入に

関しましては銀行振り込みの受付となります。 

銀行振り込みを利用される場合は下記口座まで宜しくお願い致します。 

 

※納入額が不明の場合は財務部までご連絡ください。 

※振込み名は会員名でお願いいたします（複数でのお振込みの場合は FAX にてその旨をご連絡下さい）。 

※ご質問等ございましたら下記の連絡先にお問い合わせ下さい。なお、電話対応には時間の制約がございますので、 

 

ＦＡＸでのお問い合わせもご利用していただきますようお願い致します。何卒ご配慮をもってご了承賜りますようお願い

申し上げます。 

 

財務部 山城
やましろ

 峻
たかし

（沖縄リハビリテーション福祉学院） 

TEL （０９８）９４６－１０００ 

FAX （０９８）９４６－１９９９ 

 

 

 

                （社）沖縄県作業療法士会のホームページhttp://www.okinawa-ot.net/ 
 

 

 （社）沖縄県作業療法士会ホームページに研修会案内などの掲載を希望する場合は、記事原稿を添付し、広報部 E-mail

まで送信ください。尚、記事のフォント・掲載形式は広報部編集担当が調整致します。   

※ ホームページへの掲載は、随時受け付けております。 

※ 掲載費用は必要ありません。 

※ 営利目的の割合が大きいと判断された場合等、掲載不適切と判断された場合は、掲載をご遠慮いただくことがありま

すのでご了承ください。 

※ 研修会案内の掲載、記事の投稿、ご意見、ご要望、ご感想など、下記アドレスまでメールください。 

（社）沖縄県作業療法士会 広報部 E-mail  ot_kouhou@yahoo.co.jp 

 

 

 

 

 

 

        子どもたちと公園に行って、一緒に遊ぶ。子どもたちが楽しそうに駆け回り、得意気な笑顔。 

        子どもたちに癒され、からだを動かし、気持ちがいいと感じる。次の日、筋肉痛…。 

（社）沖縄県作業療法士会 広報部 理事 田村浩介（いきがいのまちデイサービス）広報部長 久田直希（琉球リハビリテーション学院） 

部員  泰真実（北中城若松病院） 仲間知穂（琉球リハビリテーション学院） 田中裕子（いきがいのまちデイサービス） 

編集後記 

╟╡⅔ ╠∑ 

ʹ̝ К  

事務局：（社）沖縄県作業療法士会 〒903-0804 那覇市首里石嶺町 4－373－1 沖縄県総合福祉センター内          

Tel･Fax：098-988-3711  E-Mail：oki_ot_a_kugai@yahoo.co.jp  

事務局長：久貝 明人（ｸｶﾞｲ ｱｷﾋﾄ）宜野湾記念病院 ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ科  

〒901-2211 宜野湾市宜野湾 3-3-13 Tel：098-893-2101 Fax：098-892-8863 

発行人：比嘉靖（会長） 編集人：田村浩介（広報部担当理事） 印刷：丸正印刷株式会社                 

      

╟╡⅔ ╠∑ 
今年度中の早めの納入をお願いします！ 

振込先  ：琉球銀行 宜野湾支店 

口座番号 ：４９３５４９ 

口座名  ：沖縄県作業療法士会 

http://www.okinawa-ot.net/
mailto:ot_kouhou@yahoo.co.jp
mailto:oki_ot_a_kugai@yahoo.co.jp

